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2025年3月期 決算説明会

2025年5月8日

本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。
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本日のアジェンダ －2025年3月期 決算説明会－
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決算ハイライト及びトピックス
富士フイルムホールディングス株式会社 代表取締役社長・CEO 後藤禎一

連結業績及び事業概況
富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

連結業績予想
富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

2025年3月期

2026年3月期
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決算ハイライト及びトピックス
2025年3月期

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料

01

2025年3月期
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売上高 営業利益(営業利益率)
当社株主帰属

純利益

3 兆 1,958 億円 3,302 億円(10.3%) 2,610 億円
+7.9% +19.3% +7.2%対前年

過去最高

〉 売上高は、全セグメントで増収となり、四半期業績として過去最高を更新
〉 営業利益は、増収に伴う粗利の増加に資産売却による一時収益も加わり、四半期業績として過去最高を更新

過去最高 過去最高

➡ ➡ ➡

〉 売上高は、ヘルスケアで初めて1兆円を突破。全セグメントで増収となったことに加え、為替影響も寄与し、過去最高を更新
〉 営業利益は、増収による粗利増等により、過去最高を更新。営業利益率は10％を超過
〉 2025年3月期の年間配当金は、当初予想の60円/株から、+5円の65円/株とし、15期連続増配を予定

4

2026年3月期予想 参考資料トピックス

2025年3月期 通期 連結業績

2025年3月期 決算ハイライト

( 為替レート : ４Q  米ドル＝152円｜対前年 + 3円 , ユーロ＝161円｜対前年 ± 0円 )

売上高 営業利益(営業利益率)
当社株主帰属

純利益

8,683 億円 1,069 億円(12.3%) 794 億円

+7.8% +48.9% +13.9%➡ ➡ ➡

( 為替レート : 通期 米ドル＝152円｜対前年 + 7円 , ユーロ＝164円｜対前年 + 7円 )

対前年

2025年3月期2025年3月期ハイライト決算ハイライト

2025年3月期 第4四半期 連結業績

過去最高過去最高 過去最高
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2026年3月期 業績予想ハイライト

2026年3月期予想 参考資料トピックス 2025年3月期

売上高 営業利益 当社株主帰属
純利益

3 兆 2,800 億円 3,310 億円 2,620 億円
+2.6% +0.3% +0.4%

5

( 為替レート : 通期 米ドル＝145円｜対前年 - 7円 , ユーロ＝155円 ｜対前年 - 9円 )

〉 売上高は、バイオCDMOの新規大型設備稼働による増収などで過去最高更新を目指す
〉 営業利益は、前年に計上した資産売却益等の一時収益や、為替影響を除くオペレーションベースでは+9.4％の増益を計画

当社株主帰属純利益とともに過去最高更新を目指す
〉 バイオCDMOや半導体材料を中心とした設備投資額はピークアウトし、前年を約760億円下回る5,310億円を計画

ポイント

2025年3月期

対前年 ➡ ➡ ➡

上記2026年3月期業績予想に、米国の関税政策による影響は含まず 詳細はP21参照

FY2025
オペレーション

一時費用・原材料
為替

FY2024
営業利益増減(FY2024→FY2025)

-210億円

-93億円
+311億円

(+9.4%)

3,302億円

3,310億円

ハイライト決算ハイライト

2026年3月期 通期 連結業績予想

過去最高過去最高 過去最高
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配当金

財務規律 事業成長

株主還元

3つの
バランス

50

70
65

• 2025年3月期の年間配当金は、従来の年間配当予想の60円/株から5円増配の65円/株を予定
• 2026年3月期の年間配当金は、16期連続増配となる70円/株を予定 (+5円、対前年)

決算ハイライト 2025年3月期ハイライト トピックス 参考資料

30%

配当性向

記念配当

* DPS(1株あたり配当金)について
当社は2024年4月1日付で普通株式１株につき3株の割合で株式分割を行っており、2025年3月期及び2023年3月期のDPSは、株式分割後に換算した値を表示しております。

株主還元

2025年3月期

1株あたり配当金：円

前回予想

60

+5円

2026年3月期予想
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決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想ハイライト トピックス 参考資料

トピックス❶：2026年3月期の成長に向けた取り組み 1/2

2025年3月期

バイオCDMO

デンマーク
既存設備 6 基

デンマーク
第1次 6 基

米国(NC州) 
第1次 8 基

デンマーク
第2次 8 基

米国(NC州) 
第2次 8 基

6 基 12 基 20 基 24 基 28 基
FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027

大型製造設備の商談状況 (20,000L)

大型設備の商談はデンマーク・米国ともに順調に進捗。契約済み案件により2026年度の売上目標(大型設備：2,000億円)は達成見込み
2030年度の売上目標(大型設備：5,000億円)についても、達成確度が向上

* Sold：契約済みのものに加え、交渉等により見込まれる予定製造数量に関する非公式な合意を含む

Available Sold

前回アップデート時
(2025年2月)からの進展 FY2028~

稼働予定 • 2025年度3Qから新規設備(第1次投資)が稼働予定

• 第1次投資は大型契約により長期間で成約済み
- Janssen Supply Group 
- Regeneron Pharmaceuticals  (10年 30億$超)

• 第1次投資(2024年11月～)は順調に稼働拡大中

• 中計策定時の計画通りに商談進捗中。
- 第1次・第2次あわせて、11プログラムを成約済み

*
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決算ハイライト 2025年3月期ハイライト トピックス 参考資料

トピックス❶：2026年3月期の成長に向けた取り組み 2/2

2025年3月期

半導体材料

タタ・エレクトロニクス社と、インドでの半導体材料エコシステム構築に向けた協力を合意。
顧客のニーズに対応した半導体材料の開発・提供により、成長期待の大きいインド市場への本格参入を目指す

Tata Electronics Private Limited(以下、タタ社)

インド半導体市場の成長

227 億＄ 1,000 億＄以上

*1 JETRO[変貌する世界の半導体エコシステム 半導体の一大生産地へ、インドの悲願は実現するか」
「日系企業の経験・知識にも期待 インド初の半導体製造の現在(4)」

CY2019 CY2030

*1

2026年3月期予想

投資額

約107億＄

*5 国家産業回廊開発公社（NICDC）が「デリー・ムンバイ産業大動脈構想」の最重要ノードと位置付けている特別投資地域

インド政府承認*2の半導体工場設立プロジェクト

*2 Government of India 「Giant leap for India Semiconductor Mission: Cabinet approves three more semiconductor units」 , posted on 29th Feb 2024

*3

約9億＄

*4

約32億＄

グジャラート州ドレラ(ドレラ特別投資地域*5 ｜DSIR)

*3 グジャラート州サナンド,半導体後工程製造工場 *4 アッサム州モリガオン, 半導体後工程製造工場

半導体材料エコシステムの形成に向けた提携

顧客ニーズに対応した半導体材料の開発・提供

ドレラでの製造拠点設立・材料供給

STEP

01

STEP

02

STEP

03

顧客との提携

幅広い製品ラインアップで材料開発を請け負い、半導体製造を支援

原料調達から製品製造までインドで完結するサプライチェーンの構築

プロジェクトの投資額

8

インド市場本格参入への
ロードマップ

グジャラート州
事業者: タタ・エレクトロニクス社
投資内容: 半導体前工程製造工場（建設中）

インド初
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決算ハイライト 2025年3月期ハイライト トピックス 参考資料

トピックス❷：サステナビリティへの取り組み

2025年3月期

2025/04

DX
(デジタルトランスフォーメーション)

2025/03

人的資本
(健康経営)

2025/04

知的財産
(デザイン経営)

外部からの新たな評価
「地球上の笑顔の回数を増やしていく。」というグループパーパスのもと、

事業活動を通じた社会課題の解決により一層取り組み、サステナブル社会の実現にさらに貢献する

健康経営®は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

2025/02

環境

CDPより、「気候変動」
「水セキュリティ」の2分野で

最高評価である「Aリスト企業」認定

「知財功労賞」において
「経済産業大臣表彰 デザイン経営企業」

受賞

富士フイルムをデザインすることを
体現したCLAYスタジオ

■ 当社の持続的な成長を支えるイノベーションの源泉

初
受賞

2026年3月期予想

2025/01

研究開発

第7回日本医療研究開発大賞にて
「経済産業大臣賞」を受賞

初
受賞

液体ヘリウムを全く使用しない
1.5テスラ超電導MRI

「ECHELON Smart ZeroHelium」

9

5年連続

9年連続

経営戦略と連動したDX戦略や
サプライチェーン改革等の取り組み

が高く評価され、5回目の選定*

*DX銘柄の前身となる「攻めのIT経営銘柄」を含む
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連結業績及び事業概況
2025年3月期

決算ハイライト

02
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。

参考資料2025年3月期 2026年3月期予想
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(単位：億円)

8,055 8,683 628 62 567 29,609 31,958 2,349 859 1,490
100.0% 100.0% +7.8% +7.0% 100.0% 100.0% +7.9% +5.0%

718 1,069 351 5 346 2,767 3,302 534 196 338
8.9% 12.3% +48.9% +48.2% 9.3% 10.3% +19.3% +12.2%

876 1,034 158 -93 251 3,173 3,406 233 130 103
10.9% 11.9% +18.1% +28.7% 10.7% 10.7% +7.3% +3.2%

697 794 97 -65 162 2,435 2,610 174 90 84
8.7% 9.1% +13.9% +23.1% 8.2% 8.2% +7.2% +3.5%

- - - 8.2% 8.0% -0.2 pt

- - - 5.6% 5.9% 0.3 pt

- - - 116 日 95 日 -21 日

149円 152円 3円安 145円 152円 7円安
161円 161円 - 157円 164円 7円安

2025年3月期 対前年度

売上高

4Q

20.95円65.92円44.97円

為替影響 為替影響除く2024年3月期

　　　 　  ：ユーロ

営業利益

税金等調整前純利益

当社株主帰属純利益

EPS

ROIC

為替　      ：米ドル

ROE

CCC

通期

202.29円

2024年3月期

14.38円

為替影響除く2025年3月期 対前年度 為替影響

216.67円

11

2025年3月期 業績

2026年3月期予想CF 参考資料

＜その他増減要因(対前年度)＞
営業利益における
原材料価格影響： -10億円

＜その他増減要因(対前年度)＞
営業利益における
原材料価格影響： -100億円

(半導体等の部材価格は含まず) (半導体等の部材価格は含まず)

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

決算ハイライト 全社 セグメント別2025年3月期
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セグメント別 連結売上高｜営業利益
2025年3月期

＊ グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
また、それに伴いセグメント単位での一体運営が進んだ状態を鑑み、各セグメントの売上高及び営業利益をセグメント間取引消去後の金額に変更しております。
本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期

（単位：億円）

2,844 3,100 256 +9.0% 221 +7.8% 9,751 10,226 475 +4.9% 170 +1.7%

1,026 1,066 40 +3.9% 33 +3.2% 3,584 4,328 744 +20.7% 621 +17.3%

3,175 3,364 190 +6.0% 167 +5.3% 11,578 11,985 407 +3.5% 161 +1.4%

1,011 1,153 142 +14.1% 145 +14.4% 4,697 5,420 723 +15.4% 538 +11.5%

8,055 8,683 628 +7.8% 567 +7.0% 29,609 31,958 2,349 +7.9% 1,490 +5.0%

371 448 77 +20.6% 71 +19.0% 974 776 -198 -20.3% -257 -26.4%

129 182 54 +41.7% 52 +40.1% 463 773 310 +67.1% 268 +58.0%

189 319 130 +68.6% 122 +64.8% 674 746 72 +10.7% 39 +5.7%

131 242 111 +85.2% 120 +92.1% 1,020 1,392 372 +36.4% 308 +30.2%

-102 -122 -20 -19 -364 -386 -22 +6.1% -20
718 1,069 351 +48.9% 346 +48.2% 2,767 3,302 534 +19.3% 338 +12.2%

通期

2024年
3月期

2025年
3月期

対前年度
2024年
3月期

2025年
3月期

対前年度
為替影響除く 為替影響除く

4Q

エレクトロニクス

ビジネスイノベーション

イメージング

4Q 通期

2025年
3月期

2024年
3月期

対前年度
2024年
3月期

2025年
3月期

対前年度

合計

売上高
為替影響除く

ヘルスケア

為替影響除く

全社/連結調整

合計

営業利益

エレクトロニクス

イメージング

ビジネスイノベーション

ヘルスケア

*

*
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324 309

618 730

1,902

2,061

2,844

371

448
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(14.4%)

3,100

(13.1%)

セグメント別概況｜ヘルスケア
2025年3月期 (2025年1月～2025年3月)

 日本・米国・欧州に加え中国において販売伸長した内視鏡や、医用画像情報システム等の医療ITや体外
診断(IVD)分野での販売が好調に推移し、増収

 昨年4月に販売を開始した液体ヘリウムを全く使用しない超電導MRIシステム「ECHELON Smart 
ZeroHelium*」の国内販売が好調。本年6月にはワイドボア1.5テスラ超電導MRIシステム「ECHELON 
Synergy ZeroHelium」を新たに販売予定 *決算トピックス参照

 2024年11月より稼働したデンマーク拠点の新規大型プラント(第1次投資)の売上寄与、ならびに顧客へ
の原材料パススルー精算金額の増加等により、増収

 Regeneron Pharmaceuticals, Inc.と、 米ノースカロライナ拠点(2025度第３四半期より稼働予定)に
おいて、抗体医薬品の製造を10年間にわたり受託する契約(総額30億ドル超)を締結
*決算トピックス参照

 ライフサイエンスは、培地の需要回復が進むも、前年に眼疾患治療プログラムでの
BlueRock Therapeutics LPからのライセンス料収入があったことにより、減収

(億円)

バイオCDMO *収益性：32ページ 参照 売上高 730 億円 (対前年 +18.1 ％)

LSソリューション 売上高 309 億円 (対前年 -4.5 ％)

メディカルシステム 売上高 2,061 億円 (対前年 +8.4 ％)

■ ｜メディカルシステム
■ ｜バイオCDMO
■ ｜LSソリューション

■｜営業利益(率)

FY2023.4Q FY2024.4Q

対前年比

売上高 営業利益

↑+9.0％ ↑+20.6％

売上高は、メディカルシステムにおける医療IT、内視鏡等の販売好調や、バイオCDMOにおける
新規大型プラントの稼働が寄与し増収。営業利益は、増収に伴う粗利増や、資産売却益計上等
により増益

13

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期
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対前年比

売上高 営業利益

↑+3.9％ ↑+41.7％

14

セグメント別概況｜エレクトロニクス

 生成AI向け等先端半導体材料の需要を取り込み、増収
 インド タタ・エレクトロニクス社とインドでの半導体材料エコシステム形成に取り組む

*決算トピックス参照
 インテル社より、同社のサプライチェーンにおいて「EPIC」パフォーマンス（Excellence、

Partnership、Inclusion、Continuous Improvement）に献身的に取り組んでいる
トップ・パフォーマーとして、「2025 EPIC Supplier Award」を受賞

半導体材料 売上高 632 億円 (対前年 +3.2 ％)

■ ｜半導体材料
■ ｜AF材料 ■ ｜営業利益(率)

FY2023.4Q FY2024.4Q

(億円)

売上高は、半導体材料における生成AI向け等先端材料の需要取り込みの他、AF材料において
ディスプレイ材料の需要が堅調に推移し、増収。営業利益は、増収に伴い増益

 ディスプレイ材料で、中国における買替補助金政策の継続による需要好調や、新規材料の採用が
進んだこと等により、増収

 エレクトロニクス市場において、半導体関連用材料の他コンシューマーエレクトロニクス向け
部材等が伸長し、増収

AF材料 * 売上高 434 億円 (対前年 +4.8 ％)

＊ ディスプレイ材料、その他エレクトロニクス材料を「AF材料」へ統合して表示しています。
＊ グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。

本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

2025年3月期 (2025年1月～2025年3月)

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期
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セグメント別概況｜ビジネスイノベーション

 中国での景気減速や低採算機種の販売絞り込みによるアジアパシフィック地域の売上減影響があるも、
欧米向けの複合機販売の増加等により、増収

オフィスソリューション 売上高 1,438 億円 (対前年 +3.4 ％)

 DX関連ソリューションの販売や自治体向けサービスの売上が増加したこと等により、増収
ビジネスソリューション 売上高 1,011 億円 (対前年 +17.9 ％)

FY2023.4Q FY2024.4Q

対前年比

売上高 営業利益

↑+6.0％ ↑+68.6％

売上高は、ビジネスソリューションにおけるDX関連ソリューション等の販売増加や、
オフィスソリューションにおける欧米向けの複合機販売増加等により増収。
営業利益は、増収に伴う粗利増等により増益

 欧米向けのデジタルプリンターが販売好調も、不動産市況低迷によるセラミック市場向け
インクジェットヘッドの販売減等により、減収

グラフィックコミュニケーション * 売上高 916 億円 (対前年 -1.2 ％)

＊ グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

927 916

1,391 1,438

857 1,011
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(6.0%)

(9.5%)

■ ｜ビジネスソリューション
■ ｜オフィスソリューション
■ ｜グラフィックコミュニケーション
■ ｜営業利益(率)

(億円)
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2025年3月期 (2025年1月～2025年3月)

3,175

3,364

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期

 医療現場への価値提供を通して確立・深化したAI技術ブランド 「REiLI」を
ビジネスイノベーションに展開。自社技術開発と外部パートナー活用を組み合わせ迅速な
製品化・顧客実装を図る

 2025年4月、東京大学松尾研究室発のneoAI と販売・技術提携に向けた協議を開始する基本合意書
を締結。企業固有のデータを活用した業務特化型生成AIの提供を通じ、多様な業種や業務において
生産性向上と業務効率化を支援していく
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セグメント別概況｜イメージング

 デジタルカメラは、欧米・中国等で販売が伸長。昨年発売の4機種「X100Ⅵ」「GFX100S II」
「X-T50」「X-M5」を中心に販売が好調で、増収

 本年4月、コンパクトボディながら、1億2百万画素センサーと最新の高速画像処理エンジンを搭載し、
異次元の高画質の撮影が可能な「FUJIFILM GFX100RF」を発売開始

プロフェッショナルイメージング 売上高 501 億円 (対前年 +20.9 ％)

 インスタントフォトシステム、instaxの販売が好調に推移し、増収
 「instax WIDE Evo」等、高付加価値新製品の販売好調が寄与
 本年4月、シリーズ最新エントリーモデルとして「instax mini 41」を発売開始
 1998年に発売開始したinstaxの販売台数が累計1億台を突破

コンシューマーイメージング 売上高 652 億円 (対前年 +9.3 ％)

■ ｜コンシューマーイメージング
■ ｜プロフェッショナルイメージング
■ ｜営業利益(率)

(億円)

インスタントフォトシステムやデジタルカメラの販売が好調に推移し、大幅な増収・増益
対前年比

売上高 営業利益

↑+14.1％ ↑1.9倍

415
501

596

652

1,011

1,153

131

242

(21.0%)

(12.9%)

FY2023.4Q FY2024.4Q

2025年3月期 (2025年1月～2025年3月)

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期
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連結キャッシュ・フロー
2025年3月期 (2024年4月～2025年3月)

キャッシュ・イン
キャッシュ・アウト

事業買収除く調整フリー・キャッシュ・フロー

*調整フリー・キャッシュ・フローから、事業買収を控除しています。

(億円)

(単位：億円)

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

当期純利益 2,217 2,433 2,617
減価償却費 1,422 1,500 1,636
営業債権等の増(-)減(+) -766 -58 344
棚卸資産の増(-)減(+) -515 620 -3
営業債務等の増(+)減(-) 92 75 476

運転資本の増(-)減(+) -1,189 637 817
355 136 -117

キャッシュ・イン 2,805 4,706 4,952
　設備投資(有形固定資産) -2,883 -4,221 -5,321
設備投資(ソフト、レンタル資産他) -791 -663        -750

-287 -1,738          -39
キャッシュ・アウト -3,961 -6,622 -6,111
調整フリー・キャッシュ・フロー(FCF) -1,156 -1,916 -1,158

-870 -178 -1,120事業買収を除く調整FCF*

その他

事業の買収

2,805

4,706 4,952

-3,961

-6,622 -6,111

-870 -178
-1,120

FY2022 FY2023 FY20242025年3月期2024年3月期2023年3月期

決算ハイライト 2026年3月期予想全社 セグメント別 CF 参考資料2025年3月期
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2026年3月期
連結業績予想 03

* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。
%は、実際の金額を基に算出しています。

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期
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(単位：億円)

2025年3月期
2026年3月期

(予想)
対前年度

31,958 32,800 842
100% 100% +2.6%

3,302 3,310 8
10.3% 10.1% +0.3%

3,406 3,430 24
10.7% 10.5% +0.7%

2,610 2,620 10
8.2% 8.0% +0.4%

216.67円 217.46円 +0.79円

8.0% 7.7% -0.3pt

5.9% 5.5% -0.4pt

95日 104日 +9日

152円 145円 7円高
164円 155円 9円高

148,000円 155,000円 +7,000円銀価格（/kg）

当社株主帰属純利益

EPS

ROE

 為替　　　：米ドル 
　　　　 　：ユーロ

売上高

営業利益

税金等調整前純利益

ROIC

CCC

19

2026年3月期 通期連結業績予想(米国関税政策影響含まず)

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料

* | EPS(1株当たり当社株主帰属当期純利益)の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年3月31日現在の発行済株式数(自己株式数を除く)を使用しています。

決算ハイライト

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

*

2025年3月期
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(単位：億円)

10,478 11,000 522 +5.0%          872 8.3%

4,076 4,200 124 +3.0%          254 6.2%

11,985 12,200 215 +1.8%          385 3.2%

5,420 5,400 -20 -0.4%          170 3.1%

31,958 32,800 842 +2.6%       1,682 5.3%

(単位：億円)

799 860 61 +7.7%          142 17.8%

751 780 29 +3.9%            69 9.2%

746 790 44 +5.9%            91 12.2%

1,392 1,270 -122 -8.8%            13 0.9%

-386 -390 -4 -             -4 -

3,302 3,310 8 +0.3%          311 9.4%

為替影響除く

為替・一時費用・原材料影響除く

合計

対前年

イメージング

2025年3月期

ビジネスイノベーション

売上高

ヘルスケア

エレクトロニクス

2026年3月期
(予想)

2025年3月期

ヘルスケア

エレクトロニクス

営業利益

全社/連結調整

イメージング

ビジネスイノベーション

合計

2026年3月期
(予想)

対前年

20

セグメント別業績予想(米国関税政策影響含まず)

2026年3月期の売上高はバイオCDMOの大型設備の稼働による増収などにより、3兆2,800億円を予想
営業利益は円高影響を、ヘルスケアやビジネスイノベーション等の販売増でカバーし、3,310億円を見込む

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*
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米国の関税政策による影響

米国の関税政策に対して、今後の動向を睨みながら、サプライチェーンの見直し、経費の追加削減、製品・
価格戦略の見直しなどの適切な対策をタイムリーに講じることで、全社のマイナス影響を最小化する

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

リスク

対策による
影響の最小化

❶ ４/２(米国時間)発表の共通関税10％*
*同時に発表した国別の上乗せ関税は対象外

❷ 米中相互関税
(米国145%－中国125%)

❸ 各国の対米国関税交渉における動向

❹ 相互関税適用による製品需要減

影響

*日本時間4/23時点米国政府公表の情報を基に試算

2026年3月期の営業利益(3,310億円)に
対する影響額

-$140M $100M
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2024年3月期
実績

2025年3月期
実績

対前年差異

ヘルスケア 3.7% 2.5% -1.2pt

エレクトロニクス 7.0% 11.4% +4.4pt

ビジネスイノベーション 4.9% 5.4% +0.5pt

イメージング 41.8% 54.8% +13.0pt

*セグメント別ROIC＝NOPAT/(運転資本+固定資産)で算出

全社 5.6% 5.9% +0.3pt

*全社ROIC＝NOPAT/(有利子負債+株主資本)で算出

2025年3月期
実績

2026年3月期
予想

対前年差異

ヘルスケア 2.5% 2.5% -   
エレクトロニクス 12.3% 11.2% -1.1pt

ビジネスイノベーション 5.4% 5.6% +0.2pt

イメージング 54.8% 46.8% -8.0pt

*セグメント別ROIC＝NOPAT/(運転資本+固定資産)で算出

全社 5.9% 5.5% -0.4pt

*全社ROIC＝NOPAT/(有利子負債+株主資本)で算出

22

▐ 旧セグメントベース (ケミカル試薬*がエレクトロニクスに含まれる)

ROIC(投下資本利益率)予想

2025年3月期は、エレクトロニクスやイメージングを中心に良化し、前年比+0.3ptの5.9％で着地。
2026年3月期は、ヘルスケア・エレクトロニクスでの成長投資を継続し、前年比-0.4ptの5.5%を計画

▐ 新セグメントベース (ケミカル試薬*をヘルスケアへ組み替え)

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています。

*

➡
➡

➡

➡
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1,860億円

有利子負債調達

6,020億円

R&D費控除前
営業CF

5,310億円

設備投資

有形・ソフトウェア
・レンタル資産含む

1,730億円

R&D費

840億円株主還元

█ ヘルスケア █ エレクトロニクス █ ビジネスイノベーション █ イメージング
Cash-in Cash-out

キャッシュ・アロケーション(2026年3月期予想)

バイオCDMOを中心としたヘルスケアへの設備投資は2025年3月期でピークアウトするも、
2026年3月期では引き続き、ヘルスケア・エレクトロニクスを中心とする成長投資を継続

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

対前年 -760億円

■設備投資推移｜ヘルスケア
2023年3月期～2026年3月期

2025年
3月期

ヘルスケアへの設備投資は
2025年3月期でピークアウト

対前年
-1,130億円

2026年
3月期予想

ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています。

*

*
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株主資本コスト

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

FY15 FY20 FY24 FY30

株価と資本コストを意識した経営

引き続き各事業でROIC向上に取り組むことで、2030年度のROE10％以上を達成し
株価（PBR）の持続的な向上に繋げていく

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

24

バイオCDMOの大型設備を予定通り
稼働させ、商談案件を確実に受託に
繋げて投資リターンを計画通り創出

WACC

ROE
VISION2030目標に対する

ROIC進捗(%) ROIC向上への主な取り組み

半導体材料におけるWWでの供給体制強
化・統合完了したプロセスケミカル事業と
のシナジー創出によるさらなる収益性向上

デジタル印刷シフトによる機会最大化と
ビジネスソリューションの収益性向上

3.7
FY23

2.5
FY24

4.1
FY26

▶▶ヘルスケア*

7.0
FY23

11.4
FY24

9.3+
FY26

▶▶
エレクトロ
ニクス*

4.9
FY23

5.4
FY24

6.7
FY26

▶▶
ビジネスイノ
ベーション

41.8
FY23

54.8
FY24

37.2+
FY26

▶▶イメージング

5.6
FY23

5.9
FY24

5.8+
FY26

▶▶全社 0.0

0.5

1.0

1.5

1.5

3.0

4.5

16/3 21/3 25/4

時価総額

(兆円) (倍)

高収益性と投資リターンを維持。
サプライチェーンの強化にも取り組み
高水準のROICを維持

PBR

*ケミカル試薬のセグメント間組み替え前
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FY2009 FY2015 FY2020 FY2025
予想

25

1 事業成長と財務規律とのバランスを保つ

2 配当による株主還元を基本とし、安定的且つ
継続的な配当の実施

3 配当性向30％を目安

4 自己株式取得は、キャッシュ・フローや株価
の状況等を総合的に勘案して検討・実施

株主還元

▐ 当社配当金推移(予想) ▐ 株主還元方針

16期 連続増配

+15円

2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料決算ハイライト 2025年3月期

2025年3月期年間配当金 65円/株
2026年3月期年間配当金 70円/株

－ ｜当社株価
■ ｜当社一株当たり配当金

株価(円)

0

2,000

4,000

6,000

70円

+5円

65円
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2025年3月期
決算 参考資料

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料

04
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。

2025年3月期
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4Q

2,844 3,100 256 +9.0% 221 +7.8% 9,751 10,226 475 +4.9% 170 +1.7%

　メディカルスシステム 1,902 2,061 159 +8.4% 145 +7.6% 6,596 6,932 337 +5.1% 155 +2.4%
　バイオCDMO 618 730 112 +18.1% 94 +15.2% 2,034 2,195 161 +7.9% 61 +3.0%
　LSソリューション 324 309 -15 -4.5% -17 -5.3% 1,121 1,098 -23 -2.0% -46 -4.1%

エレクトロニクス 1,026 1,066 40 +3.9% 33 +3.2% 3,584 4,328 744 +20.7% 621 +17.3%

　半導体材料 612 632 20 +3.2% 12 +2.0% 1,997 2,504 507 +25.4% 408 +20.4%
　AF材料 414 434 20 +4.8% 21 +5.0% 1,587 1,824 237 +14.9% 212 +13.4%

ビジネスイノベーション 3,175 3,364 190 +6.0% 167 +5.3% 11,578 11,985 407 +3.5% 161 +1.4%

　ビジネスソリューション 857 1,011 154 +17.9% 155 +18.0% 3,018 3,309 291 +9.7% 251 +8.3%
　オフィスソリューション 1,391 1,438 47 +3.4% 34 +2.4% 5,244 5,229 -15 -0.3% -116 -2.2%
　グラフィックコミュニケーション 927 916 -11 -1.2% -21 -2.3% 3,316 3,447 131 +3.9% 26 +0.8%

イメージング 1,011 1,153 142 +14.1% 145 +14.4% 4,697 5,420 723 +15.4% 538 +11.5%

　コンシューマーイメージング 596 652 56 +9.3% 58 +9.7% 2,976 3,280 304 +10.2% 183 +6.1%
　プロフェッショナルイメージング 415 501 87 +20.9% 87 +21.0% 1,721 2,140 419 +24.4% 355 +20.6%

8,055 8,683 628 +7.8% 567 +7.0% 29,609 31,958 2,349 +7.9% 1,490 +5.0%

4Q

371 448 77 +20.6% 71 +19.0% 974 776 -198 -20.3% -257 -26.4%

[13.1%] [14.4%] [10.0%] [7.6%]

エレクトロニクス 129 182 54 +41.7% 52 +40.1% 463 773 310 +67.1% 268 +58.0%

[12.6%] [17.1%] [12.9%] [17.9%]

ビジネスイノベーション 189 319 130 +68.6% 122 +64.8% 674 746 72 +10.7% 39 +5.7%

[6.0%] [9.5%] [5.8%] [6.2%]

イメージング 131 242 111 +85.2% 120 +92.1% 1,020 1,392 372 +36.4% 308 +30.2%

[12.9%] [21.0%] [21.7%] [25.7%]

-102 -122 -20 -19 -364 -386 -22 -20

718 1,069 351 +48.9% 346 +48.2% 2,767 3,302 534 +19.3% 338 +12.2%

[8.9%] [12.3%] [9.3%] [10.3%]

（単位：億円）

売上高
通期

2024年3月期 2025年3月期 対前年度 2024年3月期 2025年3月期 対前年度為替影響除く

対前年度為替影響除く 為替影響除く

ヘルスケア

為替影響除く

ヘルスケア

売上高合計

（単位：億円）

営業利益
[営業利益率]

通期

2024年3月期 2025年3月期 対前年度

全社

営業利益合計

2024年3月期 2025年3月期

27

４Q | 通期(12ケ月) 業績

決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

* グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*

*
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：億円）

2024年3月期 2025年3月期

2,068 2,414 2,425 2,844 2,292 2,429 2,405 3,100
　メディカルスシステム 1,401 1,646 1,647 1,902 1,577 1,669 1,626 2,061
　バイオCDMO 409 505 503 618 471 481 513 730
　LSソリューション 258 264 275 324 243 279 267 309

エレクトロニクス 791 827 940 1,026 1,091 1,087 1,084 1,066
　半導体材料 405 430 550 612 623 630 619 632
　AF材料 386 397 390 414 468 457 465 434

ビジネスイノベーション 2,696 2,897 2,810 3,175 2,800 2,877 2,944 3,364
　ビジネスソリューション 684 761 716 857 708 811 779 1,011
　オフィスソリューション 1,259 1,312 1,282 1,391 1,268 1,218 1,305 1,438
　グラフィックコミュニケーション 754 824 812 927 825 848 859 916

イメージング 1,052 1,139 1,494 1,011 1,307 1,265 1,695 1,153
　コンシューマーイメージング 633 722 1,025 596 746 776 1,106 652
　プロフェッショナルイメージング 420 418 469 415 561 489 589 501

6,608 7,277 7,669 8,055 7,490 7,657 8,128 8,683

（単位：億円）

2024年3月期  2025年3月期

103 315 184 371 34 188 106 448
エレクトロニクス 98 101 136 129 201 195 195 182
ビジネスイノベーション 166 153 166 189 144 108 175 319
イメージング 234 261 395 131 325 337 488 242

-78 -96 -88 -102 -82 -94 -87 -122

522 733 794 718 622 734 877 1,069

為替レート(期中平均) ドル 138 145 148 149 156 149 152 152
ユーロ 150 157 159 161 168 164 163 161

営業利益合計

営業利益
1Q 2Q 3Q 2Q 3Q 4Q

ヘルスケア

全社

4Q 1Q

売上高
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ヘルスケア

売上高合計

28

四半期別業績推移

決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

* グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*

*
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国内・海外別連結売上高

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

（単位：億円）

構成比(%) 構成比(%)

35.4% 10,496 34.4% 10,993 498 +4.7%

21.7% 6,418 20.2% 6,469 51 +0.8%

15.9% 4,706 17.0% 5,446 741 +15.7%

 内、中国 13.3% 3,931 14.3% 4,555 624 +15.9%

 アジア他 27.0% 7,990 28.3% 9,050 1,060 +13.3%

 海外 64.6% 19,114 65.6% 20,965 1,852 +9.7%

100.0% 29,609 100.0% 31,958 2,349 +7.9%

2024年３月期 2025年３月期
対前年度

 合計

 日本

 米州

 欧州
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(単位：億円)

4Q

2024年
3月期

2025年
3月期

オペレー
ション等

為替
原材料
価格

（b-a)

一時費用

(a)
2024年
3月期

(b)
2025年
3月期

事業 内容

ヘルスケア 371     448    77       -107   6         -8       186     -76     110    
- -15        -15       メディカルシステム ｜FHC　国内営業部門統合費用

50         -50        - LSソリューション ｜係争費用
5           -5         - 医薬事 ｜震災関連

-10        - -10       LSソリューション ｜事業売却関連費用
141       -6         135      他 ｜遊休資産売却他

エレクトロニクス 129     182    54       -12     2         2         62       -40     22      
19         -27        -8         半導体材料 ｜新規買収会社
-1         -13        -14       AF材料/半導体材料 ｜体質強化費用等
44         - 44        他 ｜遊休資産売却

ビジネスイノベーション 189     319    130     71       7         -         51       -34     17      
14         -20        -6         グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等
1           -8         -7         グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

36         -6         30        他 ｜遊休資産売却他

イメージング 131     242    111     73       -9       -5       52       -11     41      
1           -7         -6         イメージング ｜体質強化費用等

51         -4         47        他 ｜遊休資産売却他

全社/連結調整 -102   -122   -20 -19     -1       -         -         -         -         
合計 718     1,069 351     5         5         -10     351     -161   190    

為替レート 米ドル 149円 152円 3円安 銀 -13

ユーロ 161円 161円 - アルミ -8

他(燃料等) 11

対前年

30

決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

営業利益増減分析(4Q実績 対前年実績)

*1 グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

*1

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*2

*2 富士フイルムヘルスケア株式会社
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決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

営業利益増減分析(通期実績 対前回業績予想)

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

2025/2/6公表値

(単位：億円)

2025年
3月期

(前回予想)

2025年
3月期

オペレー
ション等

為替
原材料
価格

（b-a)

一時費用

(a)
2025年
3月期

(前回予想)

(b)
2025年
3月期

事業 内容

ヘルスケア 800     776    -24     -92       2         - 66       -155   -89     
- -50        -50       バイオCDMO ｜構造改革費用
- -130      -130     バイオCDMO ｜商用製造体制強化(米テキサス拠点)

-15        -13        -28       メディカルシステム ｜FHC　国内営業部門統合費用
-10        - -10       LSソリューション ｜事業売却関連費用
91         38         129      他 ｜遊休資産売却他

エレクトロニクス 770     773    3         -23       1         -         25 -25 -
- -30        -30       半導体材料 ｜新規買収会社
1           -15        -14       AF材料 ｜体質強化費用等

24         20         44        他 ｜遊休資産売却他

ビジネスイノベーション 680     746    66       43         -4       5         22       -45     -23     
8           -25        -17       グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

-2         -25        -27       グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他
- -5         -5         オフィスソリューション ｜ベトナム工場台風影響等

16         10         26        他 ｜遊休資産売却他
イメージング 1,300  1,392 92       61         1         -         30       25       55      

4           -15        -11       イメージング ｜体質強化費用等
26         40         66        他 ｜遊休資産売却他

全社/連結調整 -400   -386   14       15         -1       - - - -
合計 3,150  3,302 152     5          -1       5         143     -200   -57     

為替レート 米ドル 152円 152円 - 銀 -                 

ユーロ 164円 164円 - アルミ -                 

他(燃料等) 5                

対前回予想

* 富士フイルムヘルスケア株式会社

*
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バイオCDMO収益性(４Q実績 対前年実績、通期業績予想 対前年実績)

2025年3月期/4QのEBITDAマージンは10％台前半。2026年3月期は、新規大型設備(デンマーク・米国NC州)稼働に伴う固定費
増があるも、前年度に商用製造対応強化を実施したテキサス拠点の稼働拡大等により、EBITDAマージンは改善の見込み

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*1 5年に1回実施する2万L大型培養層の大規模メンテナンスを、2026年3月期 上期に実施予定
*2 ワクチンに関するキャンセルフィー受領含む

(予想)

（単位：億円）

通期

売上高 618 730 112 2,034 2,195 161 2,600 405

棚卸資産評価減 -50 50
構造改革費用 -50 -50 50
米ﾃｷｻｽ拠点における商用製造体制強化 -130 -130 130
ﾃﾞﾝﾏｰｸ拠点 既存設備における計画停機 *1 -100 -100

一時費用合計 0 0 0 -50 -180 -130 -100 80
一時費用除くEBITDAマージン 約20％ *2 10％台前半 - 10%台半ば 10％台前半 - 10％台半ば -

内）大型製造設備 20％台半ば 20％台後半 - 約30% 20%台後半 - 20％台前半 -
内）中小型製造設備 10％台半ば *2 一桁％前半 - ﾌﾞﾚｰｸｲｰﾌﾞﾝ ﾌﾞﾚｰｸｲｰﾌﾞﾝ - 一桁％半ば -

通期

対前年度
2024年 3月期 2025年 3月期 2024年 3月期 2025年 3月期

対前年度2026年 3月期
(予想）

バイオCDMO
4Q

対前年度
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対前年度差異
差額 為替影響含む 為替影響除く

ヘルスケア 10,478                      11,000                      522         +5.0% +8.3%

メディカルシステム 6,932                                7,000                                68               +1.0%

バイオCDMO 2,195                                2,600                                405             +18.4%

LSソリューション 1,350                                1,400                                50               +3.7%

エレクトロニクス 4,076                        4,200                        124         +3.0% +6.2%

半導体材料 2,504                                2,600                                96               +3.8%

AF材料 1,572                                1,600                                28               +1.8%

ビジネスイノベーション 11,985                      12,200                      215         +1.8% +3.2%

ビジネスソリューション 3,309                                3,700                                391             +11.8%

オフィスソリューション 5,229                                5,100                                -129            -2.5%

グラフィックコミュニケーション 3,447                                3,400                                -47              -1.4%

イメージング 5,420                        5,400                        -20          -0.4% +3.1%

コンシューマーイメージング 3,280                                3,200                                -80              -2.4%

プロフェッショナルイメージング 2,140                                2,200                                60               +2.8%

合計 31,958                      32,800                      842         +2.6% +5.3%

為替
米ドル 152円 145円 7円高
ユーロ 164円 155円 9円高

2025年3月期
2026年3月期

(予想)

33

2026年3月期 通期連結業績予想

決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

事業別売上高

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*
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決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期

営業利益増減分析(2026年3月期 業績予想 対前年実績)

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*1 ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

(単位：億円)

2025年
3月期

2026年
3月期(予想)

オペレー
ション等

為替
原材料
価格

（b-a)

一時費用

(a)
2025年
3月期

(b)
2026年

3月期(予想)
事業 内容

ヘルスケア 799     860    61       142       -60     -10     -11     -89     -100   
-100      - -100     バイオCDMO ｜デンマーク計画停機

50         -50        - バイオCDMO ｜構造改革費用
130       -130      - バイオCDMO ｜商用製造体制強化(米テキサス拠点)
28         -28        - メディカルシステム ｜FHC　国内営業部門統合費用
10         -10        - LSソリューション ｜事業売却関連費用

-129      129       - 他 ｜遊休資産売却他
エレクトロニクス 751     780    29       69         -40     -         - - -         

30         -30        -           半導体材料 ｜新規買収会社
14         -14        -           AF材料 ｜体質強化費用等

-44        44         -           他 ｜遊休資産売却他

ビジネスイノベーション 746     790    44       91         -30     -5       -12     -23     -35     
7           -17        -10       グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等
2           -27        -25       グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他
5           -5         - オフィスソリューション ｜ベトナム工場台風影響等

-26        26         - 他 ｜遊休資産売却他

イメージング 1,392  1,270 -122   13         -80     -         -55     55       -         
11         -11        -           イメージング ｜体質強化費用等

-66        66         -           他 ｜遊休資産売却他

全社/連結調整 -386   -390   -4       -4         - - - - -
合計 3,302  3,310 8         311       -210   -15     -78     -57     -135   

為替レート 米ドル 152円 145円 ７円高 銀 -15             

ユーロ 164円 155円 9円高 アルミ -5               

他(燃料等) 5                

対前年

*2

*1

*2 富士フイルムヘルスケア株式会社
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連結貸借対照表
2025年3月期

2023年
3月期末

2024年
3月期末

2025年
3月期末

対2024年
3月期末

2023年
3月期末

2024年
3月期末

2025年
3月期末

対2024年
3月期末

現金及び現金同等物 2,686 1,797 1,721 -76 長短社債及び借入金 3,762 5,028 6,859 1,831

受取債権 6,331 6,966 7,000 34 支払債務 3,204 3,465 3,906 441

棚卸資産 5,673 5,478 5,440 -38 その他流動・固定負債 6,498 7,608 8,207 599

その他流動資産 1,621 1,505 1,656 151 負債計 13,464 16,101 18,972 2,871

流動資産計 16,311 15,746 15,817 71 株主資本計 27,631 31,692 33,485 1,792

有形固定資産 9,761 13,957 17,865 3,907 非支配持分 248 41 42 1

営業権 8,583 9,538 9,479 -59 純資産計 27,879 31,733 33,527 1,794

その他固定資産 6,688 8,593 9,338 745 負債・純資産合計 41,343 47,835 52,499 4,664

固定資産計 25,032 32,088 36,682 4,594
(単位：円)

資産合計 41,343 47,835 52,499 4,664
増

期末日 為替レート
2023年
3月期末

2024年
3月期末

2025年
3月期末

対2024年
3月期末

米ドル 134 151 150 1円高
ユーロ 146 163 162 1円高

(単位：億円)

決算ハイライト 2025年3月期予想 参考資料2025年3月期決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期
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4,221 

5,321 

4,620 

663 750 690 

1,500 
1,636 

1,880 

0

2,000

4,000

6,000

24/3
実績

25/3
実績

26/3
予想

24/3
実績

25/3
実績

26/3
予想

24/3
実績

25/3
実績

26/3
予想

設備投資 | 減価償却費

設備投資
(有形固定資産)

設備投資
(ソフト・レンタル資産他)

減価償却費

設備投資｜減価償却費

(億円)
▐ 旧セグメントベース｜2024年度まで ▐ 新セグメントベース｜2025年度より

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

*1 グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更にあわせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

*2 ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

＊１ ＊2

    （単位：億円）

4Q 通期

ヘルスケア 895 1,011 3,472 4,484 ヘルスケア 4,492 3,390
エレクトロニクス 130 146 360 398 エレクトロニクス 389 630
ビジネスイノベーション 91 88 272 259 ビジネスイノベーション 259 400
イメージング 38 56 101 154 イメージング 154 180
コーポレート 5 15 16 26 コーポレート 26 20

  設備投資(有形固定資産) 1,160 1,315 4,221 5,321   設備投資(有形固定資産) 5,321 4,620
ヘルスケア 36 48 142 165 ヘルスケア 167 140
エレクトロニクス 6 5 19 14 エレクトロニクス 13 20
ビジネスイノベーション 133 114 414 471 ビジネスイノベーション 471 340
イメージング 19 17 49 62 イメージング 62 120
コーポレート 8 10 38 38 コーポレート 38 70

  設備投資(ソフト、レンタル資産他) 203 194 663 750   設備投資(ソフト、レンタル資産他) 750 690
ヘルスケア 150 180 569 608 ヘルスケア 615 840
エレクトロニクス 95 78 274 306 エレクトロニクス 299 330
ビジネスイノベーション 122 130 483 518 ビジネスイノベーション 518 500
イメージング 41 61 148 174 イメージング 174 170
コーポレート -8 9 28 30 コーポレート 30 40

  減価償却費 400 457 1,500 1,636   減価償却費 1,636 1,880

2025年
3月期

2026年
3月期
(予想)

 年度 年度
2024年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

通期
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研究開発費 販売費及び一般管理費

研究開発費｜販売費及び一般管理費

1,571 1,634 1,730 

7,525 
8,065 

5.3% 5.1% 5.3％

25.5% 25.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

3,000

6,000

9,000

24/3
実績

25/3
実績

26/3
予想

24/3
実績

25/3
実績

研究開発費 ｜ 販売費及び一般管理費(億円) 売上高比率 ▐ 旧セグメントベース｜2024年度まで ▐ 新セグメントベース｜2025年度より

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

4Q 通期

2024年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期

（予想）
ヘルスケア 144 157 557 607 ヘルスケア 613
エレクトロニクス 66 64 264 258 エレクトロニクス 252
ビジネスイノベーション 136 136 539 545 ビジネスイノベーション 545
イメージング 25 42 111 133 イメージング 133
コーポレート 23 20 100 91 コーポレート 91

研究開発費 394 419 1,571 1,634 研究開発費 1,634 1,730
<売上高比> 4.9% 4.8% 5.3% 5.1% <売上高比> 5.1% 5.3%

販売費及び一般管理費 2,004 1,955 7,525 8,065 販売費及び一般管理費 8,065

<売上高比> 24.9% 22.5% 25.5% 25.2% <売上高比> 25.2%

(単位：億円)

　 通期　

*1 グラフィックコミュニケーション事業を「エレクトロニクス(旧マテリアルズ)」セグメントから「ビジネスイノベーション」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更にあわせ、2024年3月期の情報をリステートしています。

*2 ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

＊１ ＊2
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▐ 為替(平均) ｜ 原材料価格(平均)

▐ 為替感応度：1円の変動による影響(年間)

▐ 人員

売上高 営業利益

米ドル 1円あたり +50 億円 +10 億円

ユーロ 1円あたり +15 億円 + 8 億円

為替｜原材料｜人員

最終更新日：2024/4/17

2024年3月期 2025年3月期

単位 1Q 2Q 3Q 4Q 通期 1Q 2Q 3Q 4Q 通期

米ドル 円/ドル 138 145 148 149 145 156 149 152 152 152
ユーロ 円/ユーロ 150 157 159 161 157 168 164 163 161 164

銀 千円/kg 106 110 111 110 109 143 144 155 155 148

単位 2023.3末 2023.6末 2023.9末 2023.12末 2024.3末 2024.6末 2024.9末 2024.12末 2025.3末

連結 人 73,878 73,583 72,909 72,950 72,254 72,929 72,989 72,901 72,593

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期
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参考情報

▍ 富士フイルムホールディングス 株主・投資家情報
https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html

▍ 富士フイルムホールディングス 統合報告書
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html

▍ IR資料室
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html

▍ 富士フイルムグループ事業概要
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html

決算ハイライト 2025年3月期 2026年3月期予想 参考資料2025年3月期

https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html
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富士フイルムホールディングス株式会社
コーポレートコミュニケーション部
https://holdings.fujifilm.com/ja

https://holdings.fujifilm.com/ja
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